
主催：（一社）関東地質調査業協会 埼玉県支部、埼玉県地質調査業協会 
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平成２９年度 「技術講演会」のご案内 
 

 

 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。  

 さて，このたび，埼玉県地質調査業協会では，各専門の分野でご活躍の著名な諸先

生をお招きし，例年実施してまいりました技術講演会を，本年も以下のような内容

で開催することとなりました。  

 つきましては，多数の方々にご参加を頂きたく，ここにご案内申し上げます。  

 

― 記 ― 

 

 

 

  １. 日  時 ： 平成 30年 1月 31日(水) 

                  受付開始 12：45 

                  講 演 会 13：15～16：40 

 

  ２. 場  所 ： さいたま市文化センター 

         小ホール（しらさぎホール） 

         さいたま市南区根岸 1-7-1 

         TEL 048-866-3171(代) 

         ＪＲ京浜東北線・武蔵野線 

         南浦和駅 西口下車 徒歩７分 

 

 ３. 演  題 ： 演題１：荒川の河道変遷と氾濫特性の変化(仮) 

             埼玉大学大学院理工学研究科  教授 田中規夫様 

         演題２：カスリーン台風から７０年～洪水から身を守るために～ 

             国土交通省関東地方整備局利根川上流河川事務所 副所長 小栗幸雄様 

               演題３：埼玉県における土砂災害対策について 

              埼玉県県土整備部河川砂防課荒川上流域砂防担当 主査 樋口佳意様 

                                

  ４. 申 込 先 ： 埼玉県地質調査業協会 事務局 

         埼玉県さいたま市南区鹿手袋 4-1-7 

                 TEL 048-862-8221 FAX 048-866-6067 

 

  ５. 申込期限 ： 平成３０年１月２２日（月） 

 

  ６. 定  員 ： ３００名（定員に達しましたら締め切らせていただきます。） 

 

 ７. CPD ﾎﾟｲﾝﾄ： ３ポイントの予定 

 

 ８．参 加 費 ： 無   料 



平成２９年度 技術講演会 プログラム  
 

 

                               司会者 埼玉県地質調査業協会 技術委員 野入久幸  
 

 

13:15～13:25  会長挨拶 埼玉県地質調査業協会 会長 越智勝行 

 

 

13:25～14:25   演 題 １：荒川の河道変遷と氾濫特性の変化(仮) 

        講   師：埼玉大学大学院理工学研究科  田中規夫教授 

        講演要旨： 約 400年前の利根川の東遷、荒川の西遷は荒川中流部の洪水被害を頻繁なものとし、

自然堤防上等に土盛をして建物を築造し洪水時に避難する「水塚」文化を発達させた。

明治 43年洪水の壊滅的被害を契機とした荒川下流部改修、大正 2年洪水を受けての上流

部改修により、荒川流域の洪水氾濫は激減した。しかし、カスリーン台風では西遷を行

なった久下付近で決壊した。荒川の旧河道は大宮台地と武蔵野台地の間を複雑に蛇行し

て流れていたことから、旧流路跡と現在の荒川堤防が交差する箇所も多い。越流でない

堤防決壊は旧河道など、昔の地形に係っている場合もある。そうした点も踏まえた上で、

現在の荒川のもつ氾濫リスクを概観する。 

 

 

14:25～15:25    演 題 ２：カスリーン台風から７０年～洪水から身を守るために～ 

        講   師：国土交通省関東地方整備局利根川上流河川事務所 副所長 小栗幸雄様 

        講演要旨： 昭和 22年 9月に利根川や荒川の堤防が決壊し、未曾有の大災害となったカスリーン

台風から 70年を過ぎ、当時の大災害を振り返り、改めて水害の恐ろしさ、防災・減災

の重要性を、記憶に新しい鬼怒川の決壊、昭和 61年の小貝川の決壊等の状況を説明し

ながら、洪水から身を守るための取組を紹介する。 

 

 

15:25～15:35    休  憩 

 

 

15:35～16:35    演 題 ３：埼玉県における土砂災害対策について 

        講  師：埼玉県県土整備部河川砂防課荒川上流域砂防担当 主査 樋口佳意様 

          講演要旨： 埼玉県においては、近年、幸いにして人命にかかわる土砂災害は生じていない。 

 しかし、土砂災害の恐れのある箇所は本県にも多数あり、７月の九州北部豪雨のよう

な降雨量があれば、同様な大規模被害はいつでも起こりうる。また、厳しい財政状況や

著しい人材不足の問題に加え、これまでに整備されてきた土砂災害防止施設の老朽化対

策も必要となってきた。今回は、このような状況を踏まえた埼玉県の土砂災害対策につ

いて概説する。 

 

 

16:35～16:40    閉会挨拶 埼玉県地質調査業協会  技術委員長  阿部 博 



平成２９年度技術講習会 申込書 

 

平成  年  月  日 

 

（一社）関東地質調査業協会 埼玉県支部 

埼玉県地質調査業協会 

会 長  越 智 勝 行 

 

〒336-0031 さいたま市鹿手袋 4-1-7 

℡ 048-862-8221 

 

 

日 時：平成３０年１月３１日（水）開演 13：15～（受付開始 12：45） 

会 場：さいたま市文化センター 小ホール（しらさぎホール） 

さいたま市南区根岸 1-7-1 TEL 048-866-3171(代) 

 

所   属 係 （課） 氏  名 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 

 

  出席者数   合計  名 

 

      申込書は下記宛に FAX等でお願いいたします。【平成３０年１月２２日（月）まで】 

      （大変申し訳ございませんが、定員に達しましたら締め切らせていただきます。） 

 

 

          埼玉県地質調査業協会 事務局 ＦＡＸ ０４８－８６６－６０６７ 

                         メール chishitu@mountain.ocn.ne.jp 


